






エンジンの始動・停止

エンジンの止め方 / 

燃料をタンクに入れる。 マフラー出口を指でふさいだまま※リコイルスターターをゆっくり引き燃料チューブ
内の燃料がエンジンまで届いているのを確認する。

プラグヒートをプラグにつなぐ。

スターターを目一杯引かないこと。

注意 / 

プラグヒーターを手で押さえ、リコイルスターター
をすばやく約20cmくらい数回引き（スナップを効か
すように）、エンジンを始動する。

台に乗せて浮かせます。

※ヤケドに注意。
マフラーが十分冷えてから再始動する。

始動後のエンジン本体、マフラーなどは、高温になって
いますので、やけどをしないよう十分注意してください。

回転部分はとても危険なので注意してください。

警告

エンジン停止後、受信機・送信機の順にスイッチを切る。燃料チューブを指でつまむ。

はじめてエンジンを扱う方は別紙GXR-18エンジンの取説をよくお読みください。
新品エンジンはならし運転（ブレークイン）が必要です。別紙GXR-18エンジンの取説をよくお読みください。
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